
Ⅰ．事業評価総括表 

                                                        （単位：円） 

 

番

号 

 

交付金事業の名称 

 

交付金事業者名又は間接

交付金事業者名 

 

交付金事業に要 

した経費 

 

交付金充当額 

 

備 考 

 

１ 広報・調査等事業 六ヶ所村 3,246,450 3,150,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ．事業評価個表                                                           

番号 交付金事業の名称 

１ 広報・調査等事業 

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 六ヶ所村 

交付金事業実施場所 六ヶ所村一円 

交付金事業の概要 
六ヶ所村民の原子力・エネルギー施設等に係る理解促進を図るため、以下の事業に交付金を充当します。 

１ 調査事業 ２ 広報事業 ３ 連絡調整事業 

総事業費 

 

 

3,246,450 

交付金充当額 

うち文部科学省分 

うち経済産業省分 

3,150,000 

 

3,150,000 

交付金事業の成果目標 

 本村に隣接する東通村には東通原子力発電所が所在しており、村民の原子力に対する関心は極めて高く、

原子力等に関する多様な知識の普及が必要であることから、村民向けの見学会などの実施により、原子力や

エネルギーについての理解促進を図ります。 

交付金事業の成果指標 
 高校生未来プロジェクト見学会へ参加した高校生へのアンケート結果において、見学会参加前に比べて原

子力関連施設に関する理解が深まったという回答を６割以上得ます。 

交付金事業の成果及び評価 

 

 

 広報事業では、今年度高校生を対象とした見学会を実施し、寿都町及び東海村における首長との意見交換

を通して「もっと正しい知識を世間に広める必要があると感じた。」「臨海事故のことを伝えていくために、

若い職員の方々に説明したり当時の資料を配布したりするなど、次世代へ繋げていくためには、やはり自分

事として考えなければならない事を学んだ。」という感想や、福島編への見学会の参加者からは、「もともと

震災のことに興味を持っていて、原発事故について知りたいと思っていたから見学出来て良かった。」など

の回答が得られました。全てのアンケートを通して見学会参加前に比べて原子力関連施設に関する理解が深

まったという回答を９割以上得ることができました。 



これらのことから、エネルギーの大切さと原子力関連施設の現状把握や理解促進に成果が現れているものと

考えます。 

交付金事業の契約の概要 

 契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額 

国内調査旅費 ― 随行者 計 6 名 470,480 

高校生未来プロジェクト見学会（福島編）県

内バス借上料 
随意契約（少額） 相和物産（株） 100,100 

高校生未来プロジェクト見学会（福島編）県

外バス借上料 
随意契約（少額） 青森第一旅行（株） 324,500 

高校生未来プロジェクト見学会（北海道編）

県内バス借上料 
随意契約（少額） いやさか自動車（株） 114,400 

高校生未来プロジェクト見学会（北海道編）

県外バス借上料 
随意契約（少額） 青森第一旅行（株） 371,800 

高校生未来プロジェクト見学会（茨城編）県

内バス借上料 
随意契約（少額） 大泉運輸（株） 123,200 

高校生未来プロジェクト見学会（茨城編）県

外バス借上料 
随意契約（少額） 青森第一旅行（株） 201,300 

見学会参加者旅費 ― 参加者 計 19 名 1,508,570 

施設利用料 ― ホテルテラスザガーデン水戸 32,100 

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無 

 無 

 


